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＜病棟連絡事項＞
・メンタルケア病棟の冷房切り替え日は6/12（木）9：00～17：00で作業を行います。以降は暖房の使用が出来ません。患者様ミーティングでも周知していきましょう。
・牛乳のストローについて、半年ほど別での提供になるとのことです。
・看護職員向けのアンケートを配布しています。6/5（木）朝までにSGMボックスに提出して下さい。

・研修医の診察見学について、西病棟は5/30小栁Dr.と6/3田名部Dr.で予定されています。当日リーダーは声掛け・誘導をお願いします。
＜ベッドコントロール＞
・出町　文子様～5/30北病棟に転出予定となっています。
・田島　博文様～5/30東病棟へ転出予定となっています。

・川村　貞子様～5/30東病棟から転入予定となっています。
・斎藤　恵理子様～5/30東病棟から転入予定となっています。

＜患者様連絡事項＞
・西　和世様～本日息子様付き添いで眼鏡作成のため外出となっています。眼鏡作成後のレシートをお預かりし、ロッカーNo.20で保管しています。眼鏡代金が準備でき次第、息子様へ連絡しレシート共にお渡しする事としています。私有物持ち込みに関する誓約書も記入済みです。補聴器のボタン電池も購入しており、その他の引き出しで保管しています。
・中田　弘子様～便秘時ピコスルファートナトリウム内用液1本処方、退院指示・訪問看護指示それぞれいただいています。本日14:00から青陽館体験利用実施しています。初回利用は6/4（水）で調整済み、送迎方法及びバス利用であればバス停から青陽館までのルート案内も必要です。
・長瀬　伸也様～本日ハロマンス（150）1A実施しています。

・風張　久美子様～眼瞼の腫脹や発赤について既に処方となっているレボフロキサシン点眼液使用し経過観察するよう指示があります。また、後見人申し立てについて主治医より確認あり、本人情報シートを障害福祉課へ5月半ばで送付したところであるとPSWより情報があります。
・伊藤　正明様～市販薬（アレグラ・ナザール点鼻）について主治医より使用許可があります。
・畑山　幸子様～昨日食事変更していますが、本人よりハーフ食へ再度変更希望あり、栄養課へ連絡しています。
・鈴木　達也様～全身の掻痒感訴えあり、臨時薬フェキソフェナジン塩酸塩錠が5/30から追加処方となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・鈴木　知子様～他者に臭いと思われている、他者の独語が悪口に聞こえるなどの被害妄想が再燃しています。売店システムが変更になることで理解出来ず不安が増強しているため、質問があった際は丁寧に対応していきましょう。
・風張　久美子様～税金について確認したいと言いAユニット患者様のドアをノックする事があります。Aユニットへは行かないよう注意しています。
・貝森　貴志様～伊藤宏美様に対する干渉行為あり、直接人間関係について訴えていることがあります。相手患者様から恐怖感の訴えも聞かれていることからトラブルに発展しないよう注意していきましょう。
＜村上Dr.患者様診察情報＞

・中村　征美様～夜間浅眠で経過していること、病棟ルールは守って過ごせている事情報提供。診察ではスマホは課金せず使用するように説明あり、本人も了承。不眠時使用すると呂律回らなくなると話し、使用は控えていたとの事。主治医より寝る前の薬調整していくこと説明あり。臨時薬エスゾピクロン（1）1T1×寝る前追加。不眠時エスゾピクロンは使用しない様指示あり。デポ剤切り替えは来週診察してから検討していくとのこと。退院支援進めていくように指示あり。
・藤井　理代様～今週は落ち着いて過ごせていた事情報提供。主治医より、デポ剤実施1週間内で再度計画相談との面会調整するよう指示あり。本人落ち着いた状態で面会できる時期を調整するようにとの事。
＜馬渡Dr.患者様診察情報＞
・貝森　貴志様～27日西病陳転入、服薬の来詰が出来ておらず都度スタッフ声掛け要している。ロナセンも剥がしており「なぜ貼っているのか分からない、自分は空手をやっているから精神も鍛えて誰が来ても勝てる」と多弁さまとまりのない言動や誇大妄想様の発言あり。退院先→彼女の実家、通院先→十和田（高松Hp）、情報提供している。診察時、「テープは寝返りや掻いたときに剥がれただけで自分では剥がしてないっすよ。痒いんです」保湿剤塗布する様説明あり了承されている。シクレスト舌下錠（5）2T　1日2回　朝食後・ねる前追加、その他処方変更無し。
・川村　享様～体重変動（+1.0～2.8㎏）で現在もあり多飲水の指導にも易怒性、理解不良さ見られていた事、その後私物や嗜好品についての要求頻度が多く興奮性見られている。退院支援として青風荘5/23で退所、ケアマネ選定し6/4面談予定である事情報提供している。診察時、スタッフ側が制限をかけても自身でのコントロール不良さある事指摘されるも「飲んでいないよ！」と。検査上は身体異常が見られているため治療に取り組むよう説明されている。
シクレスト舌下錠（5）2T1日2回　朝夕食後追加、その他処方変更無し。※鎮静/歩行状態注意至急採血指示あり。
・佐々木　康子様～他室侵入や盗癖行為が連日目立ち始めており、他患者様への影響トラブルの原因へと繋がっている事情報提供している。診察時、「覚えていません。やってません」と否定。迷惑行為が続き西病棟対象とならない場合は環境調整も視野に入れている事説明されている。トラゾドン塩酸塩（2.5）2T　夕食後追加、その他処方変更無し。
・木口　柊太郎様～5/26西病棟転入、トラブルや易怒性はなく母に謝りたいと感情失禁見られていた、6/6障がい福祉課と訪問調査を調整中である事情報提供している。診察時、「家族に謝りたいです、会いたいです。家に帰りたいです」と入院前の行動について振り返っている。ストレス対処が暴力となっているままでは自宅退院は難しくご家族の気持ちの整理や距離をとる必要性からGH入所を提案されている。「どれくらいいないといけないんですか、え-1年とかは長いですよ」自身の要求の高さが目立ちご家族への配慮心は見られていない。面会：来週安定して過ごせたら許可主治医面談：来週、再来週でも可能、電話面談の方が調整しやすいかもとの事。
・古積　幸太様～確認行為、話し掛けの多さみられ頓服も連日服用されている。退院支援として、相談支援事業所よりgnu別棟の入所は母様との関わりやGHルールを守る事が条件と返事あり別のGHを検討するにも時間を要している事情報提供。診察時「自宅に帰るつもりはありません」とハッキリ本人よりあり。母様に連絡しGH入所に向けた本人との関わり、距離のとり方など説明の上退院先確認する様指示あり。デエビゴ（2.5）1T1日1回　ねる前追加　その他処方変更無し。
＜アルコール依存症治療プログラム取り組み状況確認＞
・伊藤　宏美様～内観療法（配偶者について）実施中。アルコール依存症であることを自覚する事は出来ており、プログラムへも意欲的ですが理解力や記載内容が伴わない様子があります。
・大坂　縁様～GTMACK（社会生活編）実施中。夫様のサポートもあるため断酒継続できるよう、ストレス対処について具体的で実施可能なものを挙げてもらいましょう。
・岩澤　渉様～内観療法（兄弟について）実施中。外泊訓練は母屋で父様が生活状況確認してくれることとなっています。退院後独居となることから日中の活動場所や生活能力についても確認していきましょう。
